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ニガカシュウ（ヤマノイモ科）のむかどの漂着と海流散布

中西弘樹'・久保田信2・中西こずえ

DriftashoreofbulbilisofDjひsco7”伽ﾉ6舵mL.（DioscoreaceaeI
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Abstract

Westudiedthedispersalabilitybyoceancurrentsaboutbulbilisofαひscwm伽必舵”1

(Dioscor“Ce)．Throughtheinvestigationonthedriftedbulbilisandtheseedlingsonthebeact

andthegerminationt“tinthelaboratory,itwasconfirm“thatbulbilisofDjひsの'””ﾉ6舵池ha

alowdispeIsalabilitybyoceancurrent8・Mostofthebilbilsandseedlingsonthebeachmayb

derivedfromneighbouringrivers・
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はじめに

ユリ科やヤマノイモ科植物の中には，むかご（珠

芽）ができるものがある．それらの種にとって，む

かごは重要な繁殖器官となっており，稲子と同じよ

うに，むかごによる散布を考える必要がある．むか

ごはこれまで，特別な散布器官をもたないことから

璽力散布とみなされてきたが，ヤマノイモ科のニガ

カシュウりわs“形、”必娩”のむかどの海流散布

ついて，外国では古くからその可能性が指摘されて

きた．Ridley（1930）は，東南アジアにおけるむか

どの漂着について記戦し，また火山の爆発でできた

インドネシアのクラカタウ島に漂着したむかごもニ

ガカシュウと思われ，海流散布の可能性があること

を述べている．Kerr（1930）は，東南アジアのカウ

タオ島で，この島に分布していないニガカシュウの

むかどの漂着を記録しているとともに，メナム川の

河口に浮いているのを観察している．

ニガカシュウはインド，マレーシア,台潤，中国

本土，朝鮮，日本に分布し，日本では関東地方以西

の本州，四国，九州，琉球にみられ(北村ら1964；

大井1975；佐竹1982),林縁部や川沿いの土手なと

にややふつうに生育している．図鑑類にはむかご力

できることが記戦されているが，散布や繁殖につし

ての認俄はなされてこなかった．

本研究はこれまでよく知られていなかったニガズ

シュウの海流散布について，その可能性を明らかI2

することを目的として行った．

方法

和歌山県西牟婁郡白浜町臨海の北浜で，ニガカ

シュウのむかどの漂着状況を観察してきた．2006年

6月には毎日漂着したむかごを採集した．採集した

むかごは室内に保管し，ランダムに選んだ55個につ

いて直径をノギスを使って測定した．また，10～35

日間保管した後，簡単に水洗いし，わずかに水を浸

したシャーレに10粒ずつ，§慨0粒について発芽試験

を行った．次に打ち上げ帯における発芽，定着状況

について調べるため，長崎県大村湾岸の海浜におい
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て，ニガカシュウの芽生えを観察した．大村湾に注

ぐ郡川河口デルタの岸に潔蒋したゴミが堆祇してい
る打ち上げ帯において多くの芽生えが見られたので，

汀線に平行に長さ5～7，，幅1mの調査区を設け
芽生えの種名と個体数を調べた．この地は満潮時に
は海水の影響を受ける地点であり，通常は海藻など
海からの漂流物が打ち上がっており，河川から直接
流出してくる瀕着ごみほとんどない．しかし，大雨
が降った時のみ上流から流されてきたものが堆穣す
る．

9.()-21.3ⅢInで,12"-14,111のものが一番多かった．測

定したものにはなかったが，漂着したむかごの中に
はまれに30m1,を超すような大きなものもあった．
2発芽試験

発芽試験を行った40個のうち，2個は発芽試験開
始後，翌日に発芽しはじめた．すなわちむかどの表
面の一部から白色で直径約3mm，表面がでこぼこの
突起が出てきた．2F|後にはその突起の下部周期か
ら白色の根が8～12本伸びはじめた．さらに数日後
にはその突起の中央からつるがｲ''1長してきた．1ヶ

月後には計5個発芽し(発芽率12.5±15.0％)，2ヶ
月後には計6個(発芽率15.0±19.1％)，3ヶ月後に
は計9個（発芽率22.5±15.0％）が発芽し，その問
に29個が腐った．残りの2個は3ヶ月たってもまだ

発芽しない状態であった．尚，むかどの保管期間と
発芽率には有意な差はなかった．

3海岸での発芽・定蒲

中西らはこれまで西南日本の海岸の打ち上げられ
たゴミの堆積の中にニガカシュウが芽生え，時には
つるを長く伸ばしているのをまれに観察しているが，

長崎県大村湾は超閉鎖性湾として知られるように，
波浪の影轡が弱く，海浜にはニガカシュウの芽生え
が多く見られた（Fig.3)．特に大村湾に注ぐ郡川の
河口のデルタでは，高潮線にそって堆穣した漂着ゴ
ミの中から多くの個体が芽生えていた．その地にお
ける植物の芽生えの種類と個体数を1､ablelに示す‐
最も個体数が多いのがジュズダマC上)なんcry液α
和腕で25個体,ついでニガカシュウとアメリカセン

ダングサBftjな"s""伽sYzの各12個体，以下ヨシ
j功’zzg""概硯zs"てz姑,オシロイバナ〃tz""s〃”α
の順であった．ニガカシュウはむかごの，ヨシは根
茎の漂着による芽生えであった．

結果

1漂着の記録

ニガカシュウのむかごは西南H本の海岸にしばL

ば打ち上げられているが，箪者の－人久保田は，息
歌山県白浜町臨海の北浜で,過去数年間に合計数100
個の漂蒋を確認した．漂着数の多いHには，1日毎
観察で数10個以上採集した日もあった．むかごは読
球形で，表面はでこぼこである（Fig.1)．直径を測
定し，階級別の頻度をFig.2に示した．直径は

llMlﾘ|伽lIIIlWlW卿lIIIlllI棚I|'NIM'|lllllilllIlIlIIlllI1IlllIIlllllll'|||Mlllﾘ'！lMWllllIjIMllMﾘIIlll
Fig､1．DriftedbulbilisofDﾊﾂs“ﾉ”6"ﾉﾙ舵7忽．
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Table1．Numderofseedlingsondrifteddebrisintheshoreofthemouthol

Korigawa,OmuraCity,Nagasaki

Quadrat

Numberofspecies
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カシュウのむかどの栂造は決して海流散布に適した

ものと考えられず，長期間生きたまま浮遊している

かどうかは不明である．また，漂着したむかどの発

芽試験では，発芽率が22.5％と低く，長期間の海流

散布は不可能と思われる．しかし，発芽獄M鼓を始め

て1日後には発芽するものがあり，雨などによって

打ち上げられた場所が湿ると，急速に発芽するもの

があること示している．ニガカシュウのむかごがし

ばしば海岸に打ち上がっていたり，さらに打ち上げ

られたゴミの堆積した中から芽生えや，まれに定着

し，繁茂していることも観察している．したがって

ニガカシュウのむかごは，湾内など近距離の海水に

よる散布が可能であると考えられる．

考察

ニガカシュウは雌雄異株で，その両方が隣接して

生育していることはほとんどなく，ふつう種子はで

きない．繁殖はもっぱらむかごによって行われるこ

とが知られている（Ridleyl930)．しばしば川沿い

の堤などに生育しており，川の流れによって散布さ

れるものと考えられる．したがって，海岸に漂着し

ているものの流出源は，河川から流出したものと考

えられる．和歌山県白浜町北浜に漂着したものは，

田辺湾の河川からのものであり，長崎県大村湾沿岸

に見られた芽生えは，むかごが湾内に注ぐ河川から

流されてきたものであろう．調査した大村市郡川の

デルタの岸に芽生えた植物も，多くが河川から流さ

れてきたものである（Tablel)．しかし，この海岸

は満潮時には海水が汀線に打ち寄せるため，ハマダ

イコン，アキノミチヤナギ，ハマゴウ，ツルナなど

明らかに海流散布植物として知られている植物も見

られた．したがって，ニガカシュウの芽生えた地点

も何らかの海水の影瀞があるものと思われる．ニガ
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